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研究成果の概要（和文）：1世紀以上に及ぶレバノン・シリア移民の顕著な世界的活躍を支えるのは、異文化の
社会に対する適応力とネットワーク形成力・拡張力の高さである。移動する自己と親族・友人等との間で、常に
複数の社会における財の価値の違い等に関する情報が交換され、様々なビジネスが展開し、時には出身国と現住
国の政治にすら大きな影響を及ぼす。そこでは自己の構成要素の複数性（たとえば言語など）、他者との関係構
築ツール（帰属する宗教組織のネットワークから信用再強化のためのカネの貸借といった財の交換関係にいたる
まで）が意識的に維持・展開される。その歴史的起源はレバノン・シリア地域の非ムスリム商人や通訳といった
類型に求められる。

研究成果の概要（英文）：Lebanese and Syrian migrants’ conspicuousness in their global activities is
 supported by their high adaptabilities to the different cultures and by their strong extending 
networks. They exchange information of different values between their families and friends, who are 
also in the move, in order to open new businesses and sometimes exert politics of their home and 
residing countries. Multiplicity of their identity and complexity of their relationship-building 
tools are always maintained and developed. The historical origin of this behavior can be traced back
 to non-Muslim merchants and interpreters in Ottoman Lebanon and Syria.

研究分野：中東地域研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
本申請の研究代表者は、平成 21(2009) 

-24(2012)年度に科研費・基盤研究(A)海外学
術調査にて「レバノン・シリア移民の創り出
す地域―宗派体制・クライエンテリズム・市
民社会」を実施し、レバノン、カナダ、フラ
ンス、ブラジル、オーストラリア等 13 か国
において移民研究機関・宗教組織の訪問や聴
き取り調査を行った。それにより同移民が人
口規模に比して各移民先社会の中で、突出し
た政治的・経済的存在感を示していること、
19 世紀末-20 世紀初めの移民よりも 20 世紀
後半以降の移民の方が、出身地社会との間で
より強い政治的・経済的な相互影響関係を有
していることを明らかにした。この過程で、
世界各地のレバノン・シリア系移民の突出し
た活動状況を考究するために、決して人種論
には拠らない、その文化的・社会的背景とメ
カニズムを明らかにすべきとの認識に至っ
た。 
 
２．研究の目的 
 
 レバノン・シリア系移民の特徴として拡張
的なネットワーク形成力が挙げられること
がわかった。これは自己から、親族・宗派・
近隣・友人関係などを通して様々な中間的他
者を媒介させ、たとえ空間的・社会的に遠距
離にあっても、その目的の者に対して自在に
関係性を伸ばして到達する能力である。他の
移民集団にもある程度見られるが、レバノ
ン・シリア移民の場合、おそらくそこに「自
己多面化能力」が強く作用しているのではな
いか、との見通しを得た。自己多面化の営み
は、中東研究の先達により提唱されてきたと
ころの「アイデンティティ複合」を意識的に
発展させ、「異なる自己」を多数準備し、多
様なる他者との「結合の手」を準備する能力
である。本研究は、参加メンバーが世界各地
のレバノン・シリア移民の活動実態を観察し、
地球大のネットワーク形成の技術とそれが
培われる背景とを実証的に解明することを
目的とした。これにより、移民がネットワー
ク拡張を通じていかなる空間を構想するの
かを明らかにし、移民による主体的な地域創
出の営みを描き出そうとした。 
 
３．研究の方法 
 
(1) メンバーの現地調査 
4 年間に研究分担者、連携研究者、研究協
力者が現地調査を行った国は、レバノン、イ
ラン、トルコ、フランス、イギリス、スペイ
ン、アメリカ合衆国、カナダ、メキシコ、エ
クアドル、コロンビア、ブラジル、ウルグア
イ、アルゼンチン、チリ、ペルー、オースト
ラリアの 17 か国に及ぶ。メンバーは各地に
てすでに知人等からの紹介により関係を得
た、あるいは継続的に関係を維持してきたレ

バノン・シリア系移民・その子孫や、移民団
体（レバノン人クラブ等）、宗教施設（モス
クのほか、ギリシア正教やマロン派等の東方
キリスト諸教会）、大学付設・あるいは独立
の移民研究組織（たとえばレバノンのノート
ルダム大学レバノン移民研究センター等）、
移民研究者、移民ビジネス関係者に対してイ
ンタビュー調査を実施した。また関連する資
料収集を行った。 
(2) 移民研究者・作家等の招聘による国際
会議の組織 
移民の空間構想力は文学作品において先鋭
に表れると考えられることから、南北アメリ
カにおいて活躍するレバノン・シリア系の作
家のうちEduardo Halfon（グアテマラ、米国）、
Rawi Hage (カナダ)を、レバノンから移民文
学の専門研究者を招聘して講演会、ワークシ
ョップ、対談型研究会などを公開で開催した。
また最終年度にはレバノン、米国、メキシコ、
オーストラリアから第一線のレバノン移民
研究者を招聘し、本研究領域の現在の課題と
将来の展望を総攬するワークショップを開
催した。 
(3) 移民の資料映像の発掘と紹介 
メキシコのレバノン移民の子孫が所蔵して
いた 1949 年の一時帰国時の 16ミリフィルム
を発掘して修復・デジタル化のための機関紹
介を行い、日本国内とレバノンとで上映会を
開催し、映像の中身の検証を行った。 
(4) シリア難民という新たな現実への取り
組み 
本研究期間を通じてシリア内戦は激化の一
途をたどり、21 世紀最大の人道問題とされる
巨大な難民問題を目の当たりにすることと
なった。シリア内戦の総合的な分析に加えて、
各地のシリア難民/移民の新たな問題の発生
と展開について、調査研究に着手した。 
(5) 研究集会等での報告、出版物を通じた
発信 
学会や研究集会に参加・報告し、定期刊行物
を通じて市民に研究成果の還元をするよう
にした。 
 
４．研究成果 
 
成果の集成として、メンバー全員の執筆に
よる『レバノン・シリア移民』(全 13 章＋エ
ッセイ 10 本)をみすず書房より 2017 年に刊
行予定である。 
 レバノン・シリアの地域から世界各地に向
けて移民が本格的に始まったのは 19 世紀末
であるが、当時の送り出し社会の人口規模は、
同時代の日本の鳥取県程度のものであった。
その規模の社会から、今日の地球大の移民の
顕著な活躍ぶりには、本研究を計画した当初
から想定していたところの自己多面化能力
の高さと、結合の手の拡張による空間構想力
の高さとが確認された。その歴史的な起源を
追求した結果、①レバノン・シリア地域を含
めた旧オスマン帝国領域における人間の移



動性の高さ、②多言語使用の環境における媒
介者機能の遍在、③宗教共同体の越境性（カ
トリック、正教、ユダヤ教、スンニー派・シ
ーア派のイスラーム）を利用した人間の移動
能力と適応力の高さ、④複合的社会を所与の
ものとするがゆえの、地域的距離とモノの価
値の差異を利用した商業機会開拓能力、⑤他
者との間の信用構築能力 が重視される。そ
れらが集約した歴史的な人間類型として「通
訳」dragoman が考えられ、その性質を
dragomanity と名付けて、国際学会等で提唱
し始め、良い反応を得ている。 
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